
ダスキン健康保険組合が、昭和49年4月1日付けをもって正式に厚生大臣より認可されました。ここにダスキン
健康保険組合が陽の目を見ましたのも、ひとえに大阪府の保険課長、課長代理、組合係長、主任を始め、連合会の
専務理事、事務局長、健保連・鳥山委員長（サンヨー連合厚生年金基金理事長）健保連の大隈会長代理（三洋電機
連合健康保険組合理事長）更に厚生省の保険局保険課のみなさん、そして推進委員としてお世話になった大阪
変圧器健保の河野常務理事ら、その他多くの人のみなさま方のお力ぞえのたまものだと思います。そもそも“祈りの
経営”ダスキンとしての健康保険組合設立のきっかけを申上げますと、ちょうど一年前“クローバ会”からの希望や
“喜びの提案”からの働きさんのご希望もありましたが、なによりも働きさん一人一人が本当に幸福になってほしい。
しかも働きさんご自身だけでなくて、ご家族の方も含めて…。それにはどうすればよいだろうか？働きさん一人一人の

幸福を願って設立へのスタートをきったのが健保組合であり、厚生年金基金
でもあります。家族ぐるみでの働きさんの健康と管理。また、ダスキンのように
北海道から九州までチリヂリバラバラになっている働きさんのためにもどう
すればよいか？それにはやっぱり健康保険組合を設立することだと思います。
ひいてはそれが働きさん一人一人の福利厚生につながるとともに、疾病予防に
よって疾病による企業損失の防止にもつながるものだと考えます。健康で心も
豊かな生活―、どうか働きさん一人一人がこれを機会に健康管理に注意され、
生きがいのある人生、喜びのタネをまく素晴らしいダスキンライフをたのしんで
いただきたいと思います。

健保ニュース創刊号（昭和49年6月発行）より抜粋

ダスキン健康保険組合の設立は昭和49年。
当時は働きさんが約500人で、売上が約146億円、営業利益が7.7億円という時代でした。
当時、そのような規模で健康保険組合を作るというのは稀なケースであったと言えます。
創業者はどのような想いで健康保険組合を設立したのか、健保ニュース創刊号にて語られて
います。

創業者の想い 〜働きさんの幸福を願って〜

ダスキン健康保険組合設立にあたって　創業者　鈴木 清一
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※被保険者は、当健保に加入している働きさん本人のことです。

令和7年8月31日現在の当健保の状況は、下記のとおりです。

事 業 所 数 27事業所

被 保 険 者 数 7,544人（男性3,436人　女性4,108人）

被 扶 養 者 数 3,118人（男性1,093人　女性2,025人）

扶 養 率 0.41人／１人

※ 平均標準報酬月額 282,137円（21等級）

健 康 保 険 料 率 1000分の110.3（令和7年度料率）

介 護 保 険 料 率 1000分の16.4（令和7年度料率）
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